
アーメド緑内障バルブ
[The AhmedTM Glaucoma Valve]

アーメド緑内障バルブは、既存療法に奏効しない難治性緑内障患者に対し、眼圧下降を目的
に房水を眼内から排出するために埋植して使用します。

アーメド緑内障バルブには伸縮性のあるメンブレンバルブが
採用されており、房水の排出を促すと共に、メンブレンの張力
が常に流量を調節しています。
アーメド緑内障バルブはチューブシャント手術に使われ、術後の
速やかな眼圧下降作用と共に、低眼圧を防ぐ機能を持ちます。

術後すぐに眼内圧を低減
過度の排水と前房の消失を防ぐ類のない非閉塞性バルブシステム
挿入しやすいテーパー状のプレート形状
フレキシブルな医療用シリコン製プレート

特　　　徴



モデル：FP7 [一般用] モデル：FP8 [短眼軸長眼（小児含む）用]

プレート
表面積：184.00mm2

チューブ：
長さ：25.00mm
内径：0.305mm
外径：0.635mm

プレート
表面積：96.00mm2

チューブ：
長さ：25.00mm
内径：0.305mm
外径：0.635mm

ニューワールドメディカル社（New World Medical, Inc.）は20年以上前からアーメド緑内障バルブを
供給し、世界中の著名な大学や眼科医とのコラボレーションを実施して新製品の開発に積極的に取り
組んでいます。絶えず技術の改良と革新を重ねて緑内障患者により良い生活を提供することが、創業者 
Dr. A. Mateen Ahmedの夢です。

・日本緑内障学会のガイドラインを遵守して下さい。
・添付文書にて手術に伴う合併症等を含む使用の際の注意事項をご確認下さい。
・適正にご使用いただく為、事前にビデオ等で本品の操作に関する技能等の確認をお願い致します。

医療機器承認番号　22600BZX00170000

仕　　　様

ご使用に際して
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